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八丈町立三根小学校（八丈町）リーディング DXスクール事業　【 GIGA×指導の工夫・改善】

【GIGA×指導の工夫・改善】　 GIGA環境を活用した児童の見取りと全体への共有
＜考察＞

「学習の記録と振り返り」「協働的な情報発信」に着目した。電子付箋を活用すること

で、児童は自らの学習の記録を振り返り、学びを整理し、自己の成長を実感することが

できる。また、記録を見返すことで、学習の進捗を把握し、次の学びへとつなげる意識

が高まる。

Googleチャットを活用することで、児童同士の意見交換が活発にな
り、異なる視点を取り入れた思考の広がりが生まれた。児童は自身の

考えを言語化し、友達と共有することで、互いの理解を深め、学びの

多様性を実感することができる。また、オンライン上での意見交換は、

口頭での発表が苦手な児童にとっても、自分の考えを伝える有効な手

段となった。

さらに、教師がリアルタイムで児童の学びを把握し、適切なフィード

バックを行うことで、学習の質が向上する。教師は個別の学習状況を

把握しながら、適切な指導を提供することができ、児童の理解度に応

じたアドバイスや補助を行うことが可能となる。これにより、学びの深

まりと自己調整学習能力の向上が期待される。

今後は、さらに学びの可視化を進め、個別最適な指導につなげること

が期待される。児童が自身の学習成果を蓄積し、成長の過程を可視

化することで、学びに対するモチベーション向上につながる。また、学

びのデータを活用し、児童一人ひとりの強みや課題を把握し、より

パーソナライズされた指導を展開することが求められる。


